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第
十
三
条
の
三
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

海
域
公
園
地
区
内
で
行
わ
れ
る
行
為
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

第
十
三
条
の
三
第
二
号
、
第
三
号
（
港
湾
施
設
及
び
航
路
標
識
そ
の
他
船
舶
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
八
号
（
航
路
標
識
そ
の
他
船
舶
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
九
号
、
第
十
一
号
、
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
又

は
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

ロ

漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
第
十
三
条
の
三
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為

十
六

漁
港
漁
場
整
備
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
漁
港
管
理
者
が
、
適
正
に
、
漁
港
の
維
持
、
保
全
及
び
運

営
そ
の
他
漁
港
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

十
七

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
遊
漁
船
業
の
登
録
を
受
け
た
者
が
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
遊
漁
船
業
を
行
う
た
め
に
動
力
船
を

使
用
す
る
こ
と
。

十
八

港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）第
四
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
港
湾
運
送
事
業
、

は
し
け
運
送
事
業
又
は
い
か
だ
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
般
港
湾
運
送
事
業
、
は
し
け
運

送
事
業
又
は
い
か
だ
運
送
事
業
を
行
う
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

十
九

港
湾
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
隣
接
地
域

又
は
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
公
告
し
た
水
域
に
お
い
て
動
力
船
を
使
用
す

る
こ
と
。

二
十

海
岸
法
第
三
条
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
区
域
の
管
理
の
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
一

美
し
く
豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
た
め
の
海
岸
に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全
に
係
る
海
岸

漂
着
物
等
の
処
理
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
海
岸
漂
着
物
等
及
び
海
域
に
お
け
る
ご
み
そ
の
他
の
汚
物
又
は
不
要
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
た
め
に
動

力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
二

外
国
船
舶
が
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第
十
九
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
無
害
通
航
で
あ
る

航
行
と
し
て
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
三

船
舶
又
は
積
荷
の
急
迫
し
た
危
難
を
避
け
る
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
四

自
衛
隊
が
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
五

郵
便
物
の
取
集
、
運
送
及
び
配
達
を
行
う
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
六

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
き
そ
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
遭
難
者
を
救
助
す
る
た
め
の
業
務

（
当
該
業
務
及
び
非
常
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
業
務
に
係
る
訓
練
を
含
む
。）、
犯
罪
の
予
防
又
は
捜
査
そ
の

他
の
公
共
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
業
務
、
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
業
務
、
水
路
業
務
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

二
十
七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
工
作
物
等
を
修
繕
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為

二
十
八

前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
付
帯
す
る
行
為

第
十
四
条
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、同
条
第
一
号
中「
海

面
」
を
「
海
域
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
海
面
の
区
域
」
を
「
海
域
の
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
海

中
公
園
地
区
」
を
「
海
域
公
園
地
区
」
に
、「
海
面
」
を
「
海
域
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
第
二
十
六
条
第
七
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
七
項
第
四
号
」
に
改
め
、同
条
第
一
号
中「
第

十
号
の
四
」
を
「
第
十
号
の
五
」
に
、「
第
十
三
条
の
十
五
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
一

号
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
、
第
九
号
、
第
十
一
号
、
第
十
二
号
若
し
く
は
第
二

十
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
を
第
十
三
条
の
五
と
し
、
第
十
三
条
の
二
を
第
十
三
条
の
四
と
し
、
第
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条

を
加
え
る
。

（
許
可
に
当
た
つ
て
環
境
大
臣
と
の
協
議
を
要
す
る
国
定
公
園
の
海
域
公
園
地
区
に
係
る
行
為
）

第
十
三
条
の
二

法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
容
積
が
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
（
改
築
又
は
増
築
後
に
お
い

て
、
そ
の
容
積
が
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
工
作
物
と
な
る
場
合
に
お
け
る
改
築
又
は
増
築
を
含
む
。）

二

面
積
が
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
海
面
の
埋
立
て
若
し
く
は
干
拓
又
は
海
底
の
形
状
の
変
更

三

指
定
湿
地
又
は
指
定
世
界
遺
産
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
法
第
二
十
二
条
第
三
項
各
号
（
第
六
号
を
除

く
。）に
掲
げ
る
行
為

四

海
域
公
園
地
区
の
区
域
内
に
指
定
湿
地
又
は
指
定
世
界
遺
産
区
域
内
の
全
部
又
は
一
部
が
含
ま
れ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
当
該
海
域
公
園
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為

（
海
域
公
園
地
区
内
に
お
け
る
許
可
又
は
届
出
を
要
し
な
い
行
為
）

第
十
三
条
の
三

法
第
二
十
二
条
第
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

第
十
二
条
第
六
号
の
三
、
第
二
十
二
号
の
二
又
は
第
二
十
二
号
の
八
か
ら
第
二
十
二
号
の
十
一
ま
で
に
掲
げ

る
行
為

二

港
湾
法
第
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
港
湾
施
設
と
み
な
さ
れ
た
外
郭
施
設
又
は
係
留
施
設
で
あ
つ
て
、
海

域
公
園
地
区
が
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
区
域
が
拡
張
さ
れ
た
際
現
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の
又
は
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
（
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
協
議
を
了
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
（
既
存
の
施
設
の
規

模
と
同
程
度
の
も
の
に
限
る
。）。

三

航
路
標
識
そ
の
他
船
舶
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
又
は
気
象
、
地
象
若
し
く
は
水
象

の
観
測
に
必
要
な
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

四

海
底
の
形
状
を
変
更
す
る
お
そ
れ
の
な
い
範
囲
内
で
、
鉱
物
を
掘
採
し
、
又
は
土
石
を
採
取
す
る
こ
と
。

五

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
大
学
が
附
置
す
る
臨
海

実
験
所
等
の
研
究
施
設
に
お
け
る
研
究
計
画
又
は
正
規
の
教
育
課
程
（
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
も
の
に
限

る
。）に
基
づ
い
て
行
う
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為

六

藻
場
、
干
潟
等
に
お
け
る
海
底
の
底
質
等
を
改
善
す
る
た
め
の
耕
耘
そ
の
他
海
底
の
形
状
の
変
更
で
、
そ
の

現
状
に
著
し
い
変
更
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の

七

専
ら
海
上
の
航
行
の
用
に
供
す
る
船
舶
を
係
留
す
る
こ
と
。

八

法
令
の
規
定
に
よ
り
航
路
標
識
そ
の
他
船
舶
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
を
係
留
し
、
又
は
気

象
、
地
象
若
し
く
は
水
象
の
観
測
に
必
要
な
機
器
を
係
留
す
る
こ
と
。

九

船
舶
又
は
積
荷
の
急
迫
し
た
危
難
を
避
け
る
た
め
、
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
仮
工
作
物
を
新
築
し
、
又
は

物
を
係
留
す
る
こ
と
。

十

敷
設
又
は
修
理
中
の
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
四
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
水
底
線
路
の
位
置
を
示
す
浮
標
を
係
留
す
る
こ
と
。

十
一

水
産
資
源
保
護
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
水
面
の
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
行
為

十
二

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
保
安
規
程
に
基
づ
き
、

電
気
工
作
物
を
点
検
し
、
又
は
検
査
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為

十
三

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第

一
号
に
規
定
す
る
船
舶
又
は
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
海
洋
施
設
か
ら
汚
水
又
は
廃
水
を
排
出
す
る
こ
と
。

十
四

森
林
施
業
の
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
。

十
五

漁
港
漁
場
整
備
法
第
四
条
に
規
定
す
る
漁
港
漁
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
動
力
船
を
使
用
す
る
こ

と
。
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